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衆
議
院
議
員
石
川
知
裕
君
提
出
在
日
外
国
大
使
館
員
に
よ
る
賭
博
等
の
犯
罪
行
為
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

御
指
摘
の
記
事
の
内
容
は
承
知
し
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
カ
ジ
ノ
等
を
開
業
す
る
と
い
っ
た
賭
博
行
為
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
刑

と

法
（
明
治
四
十
年
法
律
第
四
十
五
号
）
第
百
八
十
五
条
本
文
は
、
「
賭
博
を
し
た
者
は
、
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
又
は
科
料

に
処
す
る
。
」
と
、
同
法
第
百
八
十
六
条
第
二
項
は
、
「
賭
博
場
を
開
張
し
、
又
は
博
徒
を
結
合
し
て
利
益
を
図
っ
た
者

は
、
三
月
以
上
五
年
以
下
の
懲
役
に
処
す
る
。
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
規
定
し
て
い
る
。

三
に
つ
い
て

外
交
関
係
に
関
す
る
ウ
ィ
ー
ン
条
約
（
昭
和
三
十
九
年
条
約
第
十
四
号
）
に
お
い
て
は
、
接
受
国
の
刑
事
裁
判
権
か
ら
の

免
除
を
享
有
す
る
者
に
対
し
て
は
、
派
遣
国
が
当
該
免
除
を
明
示
的
に
放
棄
す
る
場
合
等
を
除
き
、
接
受
国
が
刑
事
裁
判
権

を
行
使
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

四
か
ら
七
ま
で
に
つ
い
て

一



お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
捜
査
機
関
の
具
体
的
活
動
に
関
わ
る
事
柄
が
含
ま
れ
て
お
り
、
今
後
の
捜
査
活
動
に
支
障
を
来
す

お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
お
答
え
を
差
し
控
え
た
い
。
な
お
、
一
般
論
と
し
て
は
、
我
が
国
の
法
令
に
違
反
す
る
疑
い
の

あ
る
事
案
に
つ
い
て
は
、
外
交
ル
ー
ト
を
通
じ
て
、
法
令
違
反
の
事
実
が
確
認
で
き
た
場
合
に
は
、
当
該
違
反
を
是
正
さ
せ

る
な
ど
、
外
務
省
と
し
て
厳
正
に
対
処
し
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二


